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中学校文化鑑賞会で狂言の世界を体験

注 目 議

◦一般質問
　９人の議員が登壇

◦委員会レポート
　　 福祉産業建設委員協議会 
　　水平リサイクル可能なマットレスの購入費を補助 他
　　 総務教育委員協議会
　　 消防施設整備事業の基本設計を作成 他
　　 DX推進特別委員協議会
　　 保育園 ICT システム導入 他
　　 第7次総合計画策定 特別委員会設置

◦        あの一般質問はどうなったの？

◦あい・らぶ・マイタウン

幸田町国民健康保険限度額変わる
案

追跡



６月議会のあらまし
６月４日〜 21日

◦報告３件  令和５年度幸田町一般会計繰越明許費繰越計算書について  など
◦承認２件  専決処分の承認を求めることについて（幸田町税条例の一部を改正する条例）   など
◦条例の一部改正３件  幸田町国民健康保険税条例の一部改正について  下記参照 　など
◦規約の変更１件  愛知県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
◦訴えの提起１件  町営住宅の賃料相当損害金請求
◦財産の取得１件  消防ポンプ自動車CD－Ⅰ型
◦補正予算関係１件  令和６年度幸田町一般会計補正予算（第１号） ３ページ参照

◆最終日の追加議案◆
◦議員提出議案第１号  第７次総合計画策定特別委員会の設置について 16ページ参照

９人の議員が町政全般にわたる課題をただした。 ４～ 13ページ参照

どこが変わるの？
後期高齢者支援金等課税額
課税限度額を２万円引き上げる。現行22万円 →24万円。

減額の対象となる所得基準の改正
①５割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の算定
　被保険者等の数に乗ずべき金額を5000円引き上げる。現行29万円 →29.5万円。
②２割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の算定
　被保険者等の数に乗ずべき金額を１万円引き上げる。現行53.5万円 →54.5万円。

どうして改正するの？
国の改正に伴うもの。
国が示す法定限度額（地方税法施行令で定めている課税限度額）は、納税義務者
間の負担の衡

こう

平
へい

（つりあいがとれていること）を考慮して規定された額であり、
幸田町では法令改正の直近年度に税条例の改正を行っている。

議案

一般質問

幸田町の国民健康保険が変わります！
幸田町国民健康保険税条例の一部改正について

全議案承認・可決

問
答

問
答
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賛否の分かれた議案
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 議長

議決結果
（賛成：反対）

議 

員 

名

藤
本　
和
美

吉
本　
智
明

野
坂　
純
子

松
本　
忠
明

長
谷
川　
進

岩
本　
知
帆

田
境　
　
毅

石
原　
　
昇

都
築　
幸
夫

黒
木　
　
一

廣
野　
房
男

稲
吉　
照
夫

笹
野　
康
男

丸
山
千
代
子

鈴
木　
久
夫

藤
江　
　
徹議　　案

第32号議案 幸田町国民健康保険税条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 − 可決
（14：1）

※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、可決・否決を決めることができます。

※補正予算とは
当初予算の成立後に新しく組まれる予算で
す。自然災害や社会情勢の変化で新しい予算
が必要な場合に追加されます。

お年寄りが笑顔で元気に暮らしている

補正予算

芦谷ゲートボール場

図書館の座席

安心して子どもを育てられる

いつだって、だれだって学べる

六栗ゲートボール場
テント上屋設置工事
請負費
925万2000円

芦谷ゲートボール場
テント上屋撤去工事
512万6000円

芦谷ゲートボール場テ
ント上屋撤去後、設置
する計画はあるの？

腐食が激しいため早急
に撤去をし、設置は慎
重に判断する。

保育園 I C T（情報
通信技術）システム
導入業務委託料
5535万4000円

町立保育園８園に、インター
ネット環境及びパソコン・タブ
レットを整備し、
・登降園管理
・保護者連絡
等の機能を有する業務システム
を導入する。

座席予約システム
構築業務委託料
714万5000円

図書閲覧及び学習等に利用する
座席について、利用者がスマー
トフォンなどにより予約や空き
状況の確認ができるシステムを
構築・導入する。

現在54席を利用できるが、１日
を３区分の時間に分け、162人
が利用できるようになる。

問

答
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一般
質問
一般
質問

過去の議事録

議会映像議会だよりでは、質問と答弁（各30分以内）を要約してお伝えします。
詳しい内容は、会議録を幸田町立図書館で閲覧いただけるほか、
幸田町議会ホームページでも公開しています。
また、議会の映像はYouTubeで配信しています。

　議会傍聴記・質問議員の顔写真は別撮りしています。

7議員が提案7議員が提案
町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う
一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。
一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。

9議員が提案9議員が提案

一 般 質 問 事 項一 般 質 問 事 項

　
６
年
６
月
６
日
受
付
時
、

思
わ
ず
「
悪
魔
の
数
字
」

と
呟
き
、
職
員
の
方
の
怪け

訝げ
ん

な
反
応
を
背
に
議
場
に

入
り
ま
し
た
。

　
頂
い
た
資
料
に
よ
る
と
、

今
議
会
で
は
９
名
の
議
員

の
み
な
さ
ま
が
、
生
活
、

こ
の
先
の
幸
田
町
へ近

こん

田
だ

 昭
あき

生
お

さん

子
育
て
、
教
育
、
社
会
問

題
、
防
災
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
質

問
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
来
な
ら
２
日
間
す
べ

て
を
傍
聴
で
き
る
と
良
い

の
で
す
が
、
そ
れ
も
困
難

で
す
。

　
議
員
の
み
な
さ
ま
の
鋭

い
質
問
と
町
当
局
に
よ
る

的
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。

　

議
員
の
み
な
さ
ま
と
、

地
域
の
み
な
さ
ま
と
活
発

に
話
が
出
来
る
機
会
を
お

願
い
し
ま
す
。

質問者 件　　名 頁

廣野　房男
１　危険空き家は行政責任で解決を
２　詐欺的空き家ビジネス防止策は
３　古民家を活用した博物館構想は

5

岩本　知帆
１　町と地区と同時に防災訓練を
２　幸田町に電子図書館の導入を
３　小中学校にデジタル媒体導入を

6

松本　忠明
１　甚大被害の集中豪雨への対応は
２　地震発生時本町の初動対応は
３　危機管理監設置の主な目的は
４　鷲田公民館更新の進め方は

7

野坂　純子 １　クーリングシェルターの設置を
２　遊水地にスケートボード場を 8

稲吉　照夫 １　幸田駅改修にふるさと寄附金を
２　若い女性の流出を防ぐ対策は 9

藤本　和美 １　公共施設の建設・統廃合計画は
２　行政区への支援は 10

丸山千代子
１　体育館空調は６校同時整備を
２　ファミリーシップ制度の導入を
３　会議室の開放で学習スペースを

11

黒木　　一 １　公共交通の実証実験の状況は
２　駅周辺の整備とJRとの関係は 12

田境　　毅 １　インスタントハウス備蓄の考え
２　子ども食堂の公平感ある支援 13

議会傍聴記
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一
般
質
問

危険空き家は行政責任で解決を

早期情報収集の必要性を認識

危
険
空
き
家
問
題
の

悪
化
前
に
、
行
政
の

眼
で
視
て
、
行
政
の
責
任

で
解
決
に
努
め
る
べ
き
。

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、

早
期
の
情
報
収
集
及
び
対

応
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

愛
知
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
と
協
定
締

結
し
て
か
ら
、
相
談
窓
口

へ
の
相
談
件
数
は
。

平
成
30
年
８
月
締
結

し
、
令
和
２
年
の
１

件
か
ら
令
和
５
年
は
４
件

と
増
加
傾
向
に
あ
る
。

幸
田
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
「
空

き
家
管
理
業
務
協
定
」
を

利
用
し
て
い
る
人
は
何
人

い
る
か
。

令
和
２
年
か
ら
空
き

家
の
管
理
と
見
守
り

が
１
件
継
続
依
頼
さ
れ
て

い
る
。詐

欺
ま
が
い
の
空
き

家
ビ
ジ
ネ
ス
防
止
対

策
は
十
分
か
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、

指
定
相
談
窓
口
の
周

知
に
努
め
る
。

基
本
構
想
は
「
こ
れ

ぞ
博
物
館
」
と
い
う

よ
う
な
大
き
な
建
物
か
。

教
育
部
長
▼
文
化
財

は
５
０
０
０
点
を
超

え
、
す
べ
て
展
示
で
き
る

施
設
は
不
可
能
で
あ
る
。

古
民
家
や
空
き
家
を

活
用
し
た
博
物
館
を

造
る
構
想
は
ど
う
か
。

温
湿
度
管
理
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
が
必
要
。

　
新
博
物
館
建
設
検
討
委

員
会
で
活
用
方
法
を
考
え

る
。

町
長
の
描
く
新
郷
土

博
物
館
構
想
は
。

町
長
▼
将
来
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
が
、
幸

田
の
歴
史
は
素
晴
ら
し
い

と
い
う
と
こ
ろ
を
示
す
た

め
に
も
、
早
く
造
っ
て
い

く
べ
き
だ
。

　
危
険
な
空
き
家
の
放
置

は
、
景
観
の
悪
化
と
地
域

の
人
た
ち
の
生
活
環
境
に

も
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
、

近
隣
ト
ラ
ブ
ル
も
起
こ
し

い
る
。

　
危
険
空
き
家
の
早
期
解

決
と
管
理
方
法
、
利
活
用

の
手
段
な
ど
を
問
う
。

現
在
30
万
円
を
上
限

と
す
る
「
危
険
空
き

家
解
体
促
進
費
補
助
金
」

の
適
用
範
囲
は
。

建
設
部
長
▼
住
宅
と

一
体
と
な
っ
て
い
な

い
単
体
の
倉
庫
等
は
、
対

象
と
し
て
い
な
い
。

近
隣
ト
ラ
ブ
ル
を
抱

え
た
人
が
、
個
人
的

に
苦
情
を
申
し
出
た
時
の

対
応
は
。

現
地
確
認
と
状
況
の

把
握
を
し
、
所
有
者

へ
の
通
知
と
対
応
の
依
頼

を
す
る
。

　
現
場
の
状
況
を
踏
ま
え
、

解
決
に
向
け
た
助
言
と
相

談
窓
口
へ
の
案
内
を
す
る
。

葊
ひ ろ

野
の

 房
ふ さ

男
お

 議員

問答

問

答問答

問答

問答

空き家になった歴史的由緒ある板倉門（六栗区）

問答

問答詐
欺
的
空
き
家
ビ

ジ
ネ
ス
防
止
策
は

指
定
相
談
窓
口
の

周
知
に
努
め
る

問答

古
民
家
を
活
用
し

た
博
物
館
構
想
は

新
博
物
館
建
設
検

討
委
員
会
で
検
討

問

答

444 0114 32

-mail:koda@sjc.ne.jp

2,000
6,900
7,000

空き家管理をPRするチラシ

映像
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一
般
質
問

まずは地区の訓練を充実する

町と地区と同時に防災訓練を

各
地
区
の
実
践
訓
練

と
同
時
に
、
町
全
体

の
防
災
訓
練
実
施
を
。

ま
ず
は
地
区
の
訓
練

を
充
実
し
、
そ
の
上

で
実
現
に
向
け
て
検
討
。

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
、
多
く
の
住
民
が

総
合
防
災
訓
練
を
見
る
機

会
を
。総

合
防
災
訓
練
や
、

消
防
団
活
動
な
ど
を

公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ

ャ
ン
ネ
ル
に
て
配
信
す
る

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
西
三
河
９
自
治
体
中
７

市
が
実
施
し
て
い
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
形
式
で
書
籍

や
資
料
を
提
供
す
る
電
子

図
書
館
は
、
利
便
性
の
向

上
が
図
れ
る
。　

　
導
入
に
向
け
た
町
の
考

え
を
問
う
。

幸
田
町
に
も
電
子
図

書
館
の
導
入
を
。

教
育
部
長
▼
メ
リ
ッ

ト
は
多
い
。
他
市
町

の
導
入
状
況
を
参
考
に
考

え
て
い
く
。

　
今
年
度
、
町
立
保
育
園

へ
の
デ
ジ
タ
ル
媒
体
導
入

に
よ
り
、
登
園
確
認
や
手

紙
の
ア
プ
リ
化
で
、
保
育

士
の
負
担
軽
減
と
保
護
者

の
利
便
性
が
向
上
さ
れ
る
。

同
じ
し
く
み
を
学
校
現
場

へ
拡
大
を
望
む
。

小
中
学
校
に
、
教
員

の
仕
事
削
減
や
保
護

者
と
情
報
共
有
す
る
デ
ジ

タ
ル
媒
体
の
導
入
を
。

現
在
、
一
斉
メ
ー
ル

や
出
欠
席
を
デ
ジ
タ

ル
化
。
今
後
、
様
々
な
事

例
を
参
考
に
前
向
き
に
進

め
る
。

　
町
全
体
で
実
践
型
の
防

災
訓
錬
の
実
施
は
地
域
の

助
け
合
う
力
、
自
己
の
防

災
意
識
の
向
上
に
な
る
。

　
ま
た
、
防
災
復
興
に
は

女
性
の
参
画
拡
大
が
必
要

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
今
後
の
防
災
訓
練
の
考

え
を
問
う
。

本
町
の
防
災
組
織
で
、

女
性
の
占
め
る
割
合

は
。

総
務
部
長
▼
防
災
会

議
の
構
成
で
は
、
19

人
中
３
人
が
女
性
。
16
％

と
な
っ
て
い
る
。

岩
い わ

本
も と

 知
ち

帆
ほ

 議員

問答

問答問答

幸
田
町
に
電
子
図

書
館
の
導
入
を

他
市
町
の
導
入
状

況
を
参
考
に
す
る

問答

小
中
学
校
に
デ
ジ

タ
ル
媒
体
導
入
を

他
事
例
を
参
考
に

前
向
き
に
進
め
る

問答

総合防災訓練で活躍する女性

どこでも利用できる電子図書館

アプリで
完了！

映像

自宅

図書館
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一
般
質
問

甚大被害の集中豪雨への対応は

菱池遊水地と広田川拡幅中心に

本
町
全
体
で
の
集
中

豪
雨
の
排
水
対
策
は
。

相
乗
効
果
を
図
っ
て
、

相
見
川
や
赤
川
の
堆

積
土
砂
撤
去
及
び
拾
石
川

の
復
旧
工
事
を
実
施
、
ま

た
県
道
芦
谷
蒲
郡
線
で
雨

水
が
地
下
に
透
水
す
る
舗

装
を
実
施
し
た
。

被
害
が
予
想
さ
れ
る

地
震
発
生
時
の
初
動

対
応
は
。

総
務
部
長
▼
Ｂ
Ｃ
Ｐ

に
基
づ
き
、
被
害
情

報
の
収
集
、
避
難
情
報
の

発
令
、
避
難
所
開
設
等
に

着
手
。
避
難
所
は
、
発
生

３
時
間
以
内
に
着
手
す
る
。

被
災
者
へ
の
食
品
の

提
供
は
。

災
害
救
助
法
に
基
づ

き
、
炊
き
出
し
等
に

よ
る
食
品
の
給
与
を
実
施
。

非
常
食
や
日
用
品
の

備
蓄
・
提
供
は
。

消
防
長
▼
非
常
食
は

３
食
３
日
分
を
目
標

に
備
蓄
。
日
用
品
は
ト
イ

レ
を
は
じ
め
各
種
生
活
必

需
品
を
備
蓄
。
現
在
、
大

規
模
災
害
時
の
物
流
拠
点

と
な
る
大
型
防
災
倉
庫
建

設
を
計
画
し
て
い
る
。

危
機
管
理
指
針
の
見

直
し
は
。

総
務
部
長
▼
昨
年
、

部
課
長
級
の
研
修
会

を
開
催
。
今
後
、
当
該
研

修
等
を
参
考
に
危
機
管
理

指
針
の
改
訂
を
行
う
。

危
機
管
理
監
設
置
の

目
的
・
活
動
内
容
は
。

町
長
▼
防
災
・
減
災

対
策
の
推
進
役
と
し

て
、
多
様
化
す
る
組
織
の

リ
ス
ク
管
理
を
全
庁
的
視

点
に
立
ち
、
特
に
事
前
予

防
の
分
野
で
優
先
順
位
を

誘
導
す
る
こ
と
を
期
待
。

幸
田
小
学
校
区
全
体

の
公
共
施
設
の
新
設

や
更
新
の
進
め
方
は
。

町
長
▼
児
童
館
及
び

必
要
な
公
民
館
の
移

転
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

適
地
を
見
極
め
順
次
整
備

す
る
。鷲

田
公
民
館
の
更
新

の
進
め
方
は
。

避
難
所
運
営
等
、
複

合
的
な
機
能
を
果
た

す
地
域
を
選
定
。

　
基
本
構
想
に
子
育
て
機

能
を
取
り
入
れ
て
、
進
め

て
い
く
。

　
昨
年
６
月
の
本
町
で
の

集
中
豪
雨
や
、
本
年
１
月

の
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま

え
、
今
後
予
測
さ
れ
る
自

然
災
害
に
対
し
て
、
リ
ス

ク
管
理
の
事
前
予
防
と
事

後
対
応
の
観
点
か
ら
、
防

災
・
減
災
に
必
要
な
本
町

の
備
え
を
問
う
。

相
見
地
区
を
は
じ
め
、

甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
集
中
豪
雨
の
被
害
が

拡
大
し
た
要
因
に
対
し
て
、

課
題
対
応
の
全
貌
は
。

建
設
部
長
▼
菱
池
遊

水
地
の
整
備
と
広
田

川
の
河か

道ど
う

拡
幅
を
進
め
る
。

　
ま
た
昨
年
度
、
調
整
池

浚し
ゅ
ん
せ
つ渫や

集
水
桝ま

す

の
清
掃
を

実
施
し
、
鷲
田
排
水
機
場

の
更
新
と
新
設
も
推
進
中
。

こ
れ
ら
対
策
に
よ
り

見
込
ま
れ
る
効
果
は
。

県
の
資
料
で
は
約
１

・
21
ｍ
の
水
位
低
下

が
期
待
で
き
る
。

松
ま つ

本
も と

 忠
た だ

明
あ き

 議員

問答

問答

答 問答

問答

問答

問答地
震
発
生
時
本
町

の
初
動
対
応
は

被
害
情
報
の
収
集

と
避
難
所
の
開
設

問答

問答危
機
管
理
監
設
置

の
主
な
目
的
は

防
災
・
減
災
対
策

の
推
進
役
に
必
要

問

鷲
田
公
民
館
更
新

の
進
め
方
は

複
合
的
機
能
を
果

た
す
地
域
を
選
定

問答

大雨で増水した広田川

映像
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一
般
質
問

町内の公共施設の数カ所を検討

クーリングシェルターの設置を

年
齢
区
分
別
や
発
生

場
所
別
で
は
。

年
齢
区
分
別
で
は
成

人
18
人
、
高
齢
者
15

人
、
少
年
５
人
。
発
生
場

所
別
で
は
、
住
居
で
発
生

が
10
人
、
屋
外
８
人
、
仕

事
場
８
人
、
屋
内
５
人
。

本
町
に
お
い
て
、
ク

ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ

ー
の
設
置
の
考
え
は
。

環
境
経
済
部
長
▼
町

内
の
公
共
施
設
の
う

ち
数
カ
所
を
指
定
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

高
齢
者
へ
の
熱
中
症

対
策
は
。

健
康
福
祉
部
長
▼
高

齢
者
が
集
ま
る
機
会

に
注
意
事
項
を
声
掛
け
し
、

ま
た
、
３
つ
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す

る
、
高
齢
者
宅
へ
の
個
別

訪
問
等
に
て
、
体
調
確
認
、

熱
中
症
に
対
す
る
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
の
熱
中
症
対
策

は
。

教
育
部
長
▼
学
校
に

お
け
る
熱
中
症
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い

て
、
熱
中
症
指
標
の
Ｗ
Ｂ

Ｇ
Ｔ
を
計
測
し
、
注
意
し

な
が
ら
教
育
活
動
を
進
め

て
い
る
。

小
中
学
校
の
体
育
の

授
業
や
登
下
校
時
の

対
応
は
。

体
育
の
授
業
で
は
、

日
陰
で
の
活
動
、
運

動
時
間
の
短
縮
、
こ
ま
め

な
水
分
補
給
、
希
望
す
る

学
校
は
消
防
署
か
ら
、
ミ

ス
ト
フ
ァ
ン
や
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
を
借
用
。

　
登
下
校
に
つ
い
て
は
、

下
校
前
の
水
分
確
認
、
ネ

ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
や
冷
却
タ

オ
ル
な
ど
使
用
。
中
学
校

は
体
操
服
で
の
登
下
校
を

認
め
る
。
各
小
中
学
校
区

で
保
護
者
や
地
域
の
方
々

に
、
見
守
り
の
協
力
を
お

願
い
し
て
い
る
。

　
菱
池
遊
水
地
は
、
住
民

に
と
っ
て
洪
水
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
重
要
だ
が
、
そ

れ
以
外
の
時
、
有
効
活
用

の
考
え
を
伺
う
。

菱
池
遊
水
地
の
有
効

活
用
を
、
現
時
点
で
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る

か
。

建
設
部
長
▼
太
陽
光

発
電
施
設
の
誘
致
及

び
幸
田
町
の
緑
地
運
動
公

園
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
場

な
ど
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。　本

町
で
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
が
で
き
る
場
所

は
あ
る
か
。

教
育
部
長
▼
施
設
は

な
い
。
ま
た
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
駐
車
場
な
ど

も
安
全
面
、
破
損
の
恐
れ
、 

騒
音
の
苦
情
か
ら
、
許
可

は
し
て
い
な
い
。　
　

菱
池
遊
水
地
に
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
練
習
場

を
。

設
置
し
た
い
候
補
の

ひ
と
つ
と
し
て
い
る
。

　
年
々
暑
さ
が
増
し
、
熱

中
症
に
は
特
に
注
意
が
必

要
。
今
年
か
ら
、
熱
中
症

特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
も
運

用
さ
れ
る
。
そ
こ
で
万
全

な
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

本
町
に
お
い
て
、
熱

中
症
に
よ
る
救
急
搬

送
さ
れ
た
人
員
は
。

消
防
長
▼
令
和
４
年

は
32
人
。
令
和
５
年

は
38
人
。

野
の

坂
さ か

 純
じゅん

子
こ

 議員

問答

町内のクーリングシェルター（涼める場所）のイメージ

問答問答

問答問答問答

遊
水
地
に
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
場
を

設
置
し
た
い
候
補

に
な
っ
て
い
る

問

答問答問答

映像
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一
般
質
問

幸田駅改修にふるさと寄附金を

寄付の範囲内での使途がある

三
ヶ
根
駅
整
備
後
幸
田
駅

を
進
め
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
は
町
か
ら

も
随
時
要
望
し
て
い
る
。

幸
田
駅
改
修
な
ど
に
、

ふ
る
さ
と
寄
附
金
を

特
定
目
的
基
金
と
し
て
積

み
立
て
を
。

町
長
▼
寄
付
の
範
囲

内
で
使
途
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

第
７
次
総
合
計
画
作

成
時
に
、
具
体
的
事

業
を
記
載
し
て
は
。

企
画
部
長
▼
構
想
程

度
を
計
画
に
反
映
し

て
い
き
た
い
。

　
我
が
町
の
少
子
化
を
止

め
る
た
め
の
対
策
は
。

若
い
人
、
特
に
女
性

の
流
出
を
防
ぐ
対
策

は
。

企
画
部
長
▼
女
性
活

躍
に
向
け
た
企
業
誘

致
に
、
積
極
的
に
取
り
組

む
。

合
コ
ン
、
若
い
男
女

の
出
会
い
の
機
会
を

設
け
る
働
き
か
け
は
。

婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
要
望
あ
れ
ば
、
考

え
て
い
き
た
い
。

少
子
高
齢
化
が
進
む

社
会
に
お
い
て
は
、

３
世
代
が
同
居
の
考
え
も

必
要
で
は
。

３
世
代
同
居
を
希
望

す
る
方
は
少
な
い
。

世
代
間
で
助
け
合
え
る
支

援
策
等
を
研
究
し
た
い
。

　
Ｊ
Ｒ
幸
田
駅
改
修
、
総

合
体
育
館
等
の
実
現
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
50
年
以
上
経
過
す
る
中

で
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

具
体
的
に
５
つ
の
課

題
を
認
識
し
て
い
る
。

①
ホ
ー
ム
に
屋
根
を
設
置

す
る
。

②
ホ
ー
ム
へ
の
階
段
・
通

路
が
狭
い
、
汚
い
、
風

雨
が
入
る
。

③
改
札
口
が
３
つ
し
か
無

く
、
乗
降
客
の
ピ
ー
ク

時
は
渋
滞
す
る
。

④
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
が
狭

く
、
交
差
点
に
車
両
が

残
り
危
険
で
あ
る
。
南

ロ
ー
タ
リ
ー
は
雨
の
日

不
便
。

⑤
時
代
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

　
ー
ト
ラ
ル
、
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
易
く
。

　
以
上
課
題
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

企
画
部
長
▼
町
全
体

を
考
え
て
の
対
応
が

重
要
で
、
駅
の
整
備
は
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
最
優
先
で
、

稲
い な

吉
よ し

 照
て る

夫
お

 議員

問答

答

問

問答

若
い
女
性
の
流
出

を
防
ぐ
対
策
は

女
性
活
躍
の
企
業

誘
致
に
取
り
組
む

問答

問答

雨のJR幸田駅プラットホーム

問答

映像
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藤
ふ じ

本
も と

 和
か ず

美
み

 議員

一
般
質
問

計画改訂に着手し課題整理

公共施設の建設・統廃合計画は

道
の
23
％
が
「
悪
い
」
の

判
定
。
上
下
水
道
部
と
工

事
を
行
っ
た
り
、
財
政
負

担
軽
減
を
図
り
改
修
す
る
。

　
橋
梁
は
国
の
補
助
金
を

活
用
し
、
５
年
サ
イ
ク
ル

で
点
検
し
、
補
修
す
る
。

水
道
管
の
老
朽
化
率

は
34
％
。
漏
水
は
増

え
て
い
な
い
か
。

上
下
水
道
部
長
▼
管

路
の
更
新
に
は
１
㎞

あ
た
り
１
億
円
と
し
て
１

１
０
億
円
が
必
要
。
漏
水

状
況
な
ど
か
ら
老
朽
管
路

の
更
新
を
す
る
。

若
い
世
代
に
負
担
を

残
さ
ず
、
ど
の
よ
う

に
公
共
施
設
の
建
設
と
統

廃
合
計
画
を
行
う
の
か
。

総
務
部
長
▼
今
年
度

計
画
改
訂
に
着
手
し
、

課
題
、
目
標
を
整
理
す
る
。

　
行
政
区
へ
の
加
入
率
が

下
が
っ
て
い
る
。
問
題
点

を
把
握
・
改
善
し
、
ど
の

世
代
も
男
女
問
わ
ず
参
加

で
き
る
し
く
み
づ
く
り
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。

本
町
と
同
じ
行
政
区

制
度
で
運
営
す
る
市

町
村
は
他
に
あ
る
か
。

総
務
部
長
▼
県
内
で

は
見
あ
た
ら
な
い
。

世
帯
が
多
い
区
は
特

に
、
制
度
を
変
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

課
題
に
共
に
向
か
い

合
い
、
改
善
す
べ
き

と
こ
ろ
は
改
善
し
、
よ
り

よ
い
制
度
に
し
て
い
く
。

ご
み
当
番
を
は
じ
め
、

柔
軟
に
行
政
区
に
任

せ
ら
れ
な
い
か
。

お
互
い
が
納
得
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
、

話
し
合
い
の
中
で
解
決
し

て
い
た
だ
く
。

法
律
、
契
約
、
お
金

の
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生

に
、
町
が
で
き
る
対
応
は
。

区
長
会
所
管
の
総
務

課
で
弁
護
士
に
相
談

で
き
る
。
未
然
に
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
注
意
喚
起
等
を

行
う
。持

続
可
能
で
誰
に
で

も
開
か
れ
た
行
政
区

で
あ
る
た
め
に
、
ど
ん
な

取
り
組
み
で
支
援
す
る
か
。

区
長
、
地
域
か
ら
意

見
を
伺
い
、
必
要
な

施
策
を
実
施
す
る
。

　
建
築
物
や
上
下
水
道
等

イ
ン
フ
ラ
は
、
今
後
改
修

や
更
新
時
期
を
迎
え
る
。

８
年
前
に
、
更
新
費

用
を
40
年
間
で
１
７

０
４
億
円
、
年
間
42
億
円

と
し
た
。
現
在
の
建
築
物

・
イ
ン
フ
ラ
の
改
修
率
は
。

総
務
部
長
▼
８
年
間

で
合
計
１
３
５
億
円
、

７
・
９
％
の
進
捗
状
況
。

順
調
に
進
ん
で
い
な

い
理
由
は
。

限
り
あ
る
財
源
の
中
、

優
先
度
の
高
い
事
業

か
ら
順
次
実
施
し
て
い
る
。

計
画
で
は
10
年
間
で

施
設
の
10
％
縮
減
を

明
記
。
老
朽
化
の
た
め
廃

止
・
統
合
し
た
施
設
は
。

２
施
設
を
廃
止
。

道
路
、
橋
梁
の
改
修

や
更
新
の
計
画
は
。

路
面
性
状
調
査
を
実

施
し
、
１
級
２
級
町

夜間の不燃ごみ当番（上六栗区）

問答問答問答問答

問答

問答行
政
区
へ
の
支
援

は意
見
を
伺
い
必
要

な
施
策
を
実
施

問答問答問

答問答問答

漏水した水管橋（芦谷区）

映像
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一
般
質
問

体育館空調は６校同時整備を

現時点では２年間で整備する
丸
ま る

山
や ま

 千
ち

代
よ

子
こ

 議員

適
正
な
工
期
を
確
保
す
る

工
事
量
と
す
る
た
め
。

６
校
の
整
備
に
か
か

る
必
要
額
は
い
く
ら

か
。

３
億
３
６
０
０
万
円
。

補
助
金
申
請
は
い
つ

ま
で
か
。
前
倒
し
で

き
な
い
か
。

６
月
末
で
あ
る
。
６

校
同
時
は
工
期
が
間

に
合
わ
な
い
。

子
ど
も
に
命
の
危
険

が
伴
い
、
差
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
体
育
館

空
調
は
６
校
同
時
整
備
を
。

町
長
▼
暑
さ
対
策
で

国
の
方
針
が
変
わ
る

な
ら
２
年
繰
り
上
げ
て
も

い
い
が
、
現
時
点
で
は
２

年
間
で
整
備
す
る
。

　
幸
田
町
は
、
２
０
２
３

年
７
月
１
日
か
ら
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を

施
行
し
た
。

　
カ
ッ
プ
ル
と
生
活
を
共

に
す
る
未
成
年
の
子
ど
も

と
の
関
係
を
証
明
す
る
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
導
入
を
問
う
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
は
近
隣
の
状
況

を
見
て
か
ら
と
い
っ
て
き

た
。
検
討
し
た
か
。

企
画
部
長
▼
愛
知
県

が
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
を
、
今
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
し
た
。

　
県
と
自
治
体
の
二
重
制

度
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

問
題
点
な
ど
見
極
め
た
い
。

県
下
で
は
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
フ

ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
に
移
行

し
て
い
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
を
。

新
し
い
制
度
で
あ
り
、

目
的
を
は
っ
き
り
さ

せ
検
討
す
る
。

　
図
書
館
の
学
習
室
は
人

数
制
限
が
あ
り
、
早
朝
か

ら
並
ん
で
も
席
が
確
保
で

き
ず
、
増
設
を
求
め
る
声

が
あ
る
。

　
若
者
の
居
場
所
づ
く
り

の
一
環
で
あ
る
自
習
コ
ー

ナ
ー
、
学
習
室
の
拡
充
を

問
う
。図

書
館
の
学
習
室
の

座
席
数
は
。

教
育
部
長
▼
54
席
あ

る
。

予
約
席
に
な
る
こ
と

で
解
消
で
き
る
か
。

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

３
時
間
単
位
で
区
切

る
こ
と
で
１
６
２
席
確
保

で
き
る
。

中
高
生
は
「
時
間
制

限
が
な
く
使
え
る
広

い
場
所
が
ほ
し
い
」
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
つ
か

ん
で
い
る
か
。

承
知
し
て
い
る
。

町
民
会
館
や
中
央
公

民
館
の
会
議
室
の
開

放
で
、
学
習
ス
ペ
ー
ス
を

増
や
す
考
え
は
。

ま
ず
は
中
央
公
民
館

で
臨
機
応
変
に
対
応

す
る
。

　
学
校
体
育
館
へ
の
空
調

設
置
が
、
児
童
・
生
徒
の

熱
中
症
対
策
や
避
難
所
の

環
境
改
善
か
ら
も
急
務
だ
。

　
体
育
館
の
空
調
整
備
は

４
年
計
画
で
、
今
年
度
は

中
学
校
。
小
学
校
は
２
カ

年
整
備
計
画
で
あ
る
。

な
ぜ
小
学
校
は
３
校

ず
つ
の
整
備
か
。

教
育
部
長
▼
工
事
費

に
多
額
の
費
用
が
か

か
る
。
補
助
金
の
交
付
要

件
が
、
工
事
を
１
月
ま
で

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

問答

問 フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ

プ
制
度
の
導
入
を

目
的
を
は
っ
き
り

さ
せ
検
討
す
る

問答

問答問答

問答

答問答会
議
室
の
開
放
で

学
習
ス
ペ
ー
ス
を

中
央
公
民
館
で
臨

機
応
変
に
対
応

問答問答問答

空調化が待たれる体育館

映像
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黒
く ろ

木
き

 一
はじめ

 議員

一
般
質
問

今年度えこたんバス再編を議論

公共交通の実証実験の状況は

社
会
実
験
か
ら
正
規

に
運
行
で
き
な
い
理

由
、
条
件
は
。

交
通
体
系
を
変
え
る

こ
と
の
周
知
が
必
要
。

　
準
備
等
が
整
っ
た
段
階

で
、
実
証
実
験
か
ら
正
式

な
公
共
交
通
と
し
た
い
。

町
民
に
平
等
感
を
与

え
る
運
行
を
。

現
在
、
豊
坂
・
深
溝

学
区
で
運
行
し
て
い

る
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
こ
う

た
」
を
、
将
来
的
に
は
全

町
で
運
行
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
平
等
と
い
う
点
を

踏
ま
え
て
、
利
用
者
負
担

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
研

究
し
た
い
。

実
証
実
験
を
終
え
て

決
定
的
な
シ
ス
テ
ム

に
す
る
に
は
。

今
後
の
公
共
交
通
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
、

現
在
実
証
実
験
を
行
い
な

が
ら
、
え
こ
た
ん
バ
ス
も

並
行
し
て
走
ら
せ
て
い
る
。

幸
田
町
民
が
元
気
に

息
づ
く
町
づ
く
り
を

す
る
た
め
の
考
え
は
。

高
齢
者
や
交
通
弱
者

に
、
な
る
べ
く
足
を

確
保
し
て
外
に
出
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
形
に
し
て

い
き
た
い
。

　
幸
田
町
が
発
展
す
る
に

は
、
表
玄
関
で
あ
る
幸
田

駅
周
辺
の
整
備
が
必
要
だ

と
思
わ
れ
る
。

幸
田
駅
待
合
室
を
利

用
し
て
幸
田
の
観
光

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
に
は
。

Ｊ
Ｒ
と
今
後
ど
の
よ

う
な
形
で
出
来
る
か

協
議
を
し
て
い
く
。

観
光
面
で
幸
田
町
の

Ｐ
Ｒ
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長
▼
本

年
は
、
合
併
70
周
年

記
念
で
、
幸
田
町
編
の
ア

ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用

い
、
本
町
の
魅
力
発
信
を

行
う
予
定
で
検
討
。

幸
田
駅
前
の
火
災
後
、

空
き
地
を
町
と
し
て

考
え
る
施
策
は
あ
る
か
。

建
設
部
長
▼
今
後
こ

の
エ
リ
ア
を
一
体
的

に
開
発
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
道
路
系
の
事
業
は
、
幸

田
駅
前
か
ら
蒲
郡
の
方
へ

向
か
っ
て
行
く
県
道
、
南

北
に
伸
び
る
幸
田
駅
前
通

り
の
県
道
は
順
次
整
備
し

て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
３
駅
の
無
人
化
、

民
間
バ
ス
が
廃
止
と
な
り
、

高
齢
者
等
は
不
便
を
感
じ

一
日
も
早
い
整
備
が
待
た

れ
る
。現

在
、
公
共
交
通
の

実
証
実
験
の
状
況
は
。

企
画
部
長
▼
令
和
５

年
度
に
は
、
幸
田
町

地
域
交
通
計
画
を
策
定
し
、

今
年
度
は
え
こ
た
ん
バ
ス

の
再
編
を
議
論
す
る
。

問答

問答問答

問答問答

駅
周
辺
の
整
備
と

Ｊ
Ｒ
と
の
関
係
は

今
後
も
Ｊ
Ｒ
と
協

議
を
続
け
て
い
く

問答問

答問答

えこたんバス安全ミーティング中

整備が進む幸田駅前

幸田町PRアニメキャラクター

映像
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一
般
質
問

インスタントハウス備蓄の考え

能登半島地震の事例を基に研究
田

た

境
きょう

 毅
つよし

 議員

障
が
い
や
個
別
の
事

情
で
避
難
所
に
受
入

れ
困
難
と
な
る
人
な
ど
、

避
難
所
開
設
か
ら
閉
じ
る

ま
で
の
想
定
は
。

障
が
い
の
あ
る
人
等

は
、
避
難
所
で
分
散

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

を
行
う
。
福
祉
避
難
所
訓

練
で
は
、
障
が
い
者
全
員

を
収
容
で
き
な
い
等
の
課

題
も
出
た
。

　
被
災
地
域
が
広
範
囲
に

わ
た
り
、
開
設
期
間
長
期

化
の
お
そ
れ
が
あ
る
。

様
々
な
活
用
が
可
能

な
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ハ
ウ
ス
備
蓄
の
考
え
は
。

メ
リ
ッ
ト
は
多
く
、

感
染
症
の
対
応
と
し

て
も
有
効
と
考
え
て
い
る

が
、
専
門
業
者
に
よ
る
施

工
が
課
題
。
能
登
半
島
地

震
の
事
例
を
研
究
し
た
い
。

　
子
育
て
支
援
、
子
ど
も

支
援
が
望
ま
れ
て
い
る
。

一
般
不
妊
治
療
当
事

者
に
寄
り
添
い
、
最

適
な
施
策
の
検
討
を
。

健
康
保
健
担
当
参
事

▼
支
援
継
続
が
必
要

で
あ
り
研
究
を
継
続
す
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

適
切
な
支
援
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
の
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長
▼
個

々
に
対
応
し
、
家
族

を
含
め
た
ケ
ア
ラ
ー
の
負

担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
る
。

子
ど
も
食
堂
の
運
営

を
調
査
し
、
公
平
感

あ
る
支
援
が
必
要
で
は
。

４
カ
所
の
子
ど
も
食

堂
の
活
動
状
況
等
か

ら
、
規
模
に
合
っ
た
新
た

な
補
助
基
準
を
考
え
、
さ

ら
に
子
ど
も
食
堂
が
広
が

る
よ
う
な
運
営
団
体
の
支

援
を
考
え
た
い
。

　
能
登
半
島
地
震
で
の
教

訓
が
本
町
施
策
へ
生
か
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ
シ

ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
を
緊

急
時
に
使
い
こ
な
す
に
は
、

定
期
的
な
訓
練
が
必
要
。

総
務
部
長
▼
初
年
度

は
、
地
域
と
共
に
年

４
回
の
検
討
会
を
予
定
し
、

手
順
書
を
作
成
す
る
。

　
運
用
上
の
課
題
、
改
善

点
な
ど
が
あ
れ
ば
進
化
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
、
次
年

度
以
降
も
継
続
的
に
訓
練

を
実
施
す
る
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

想
定
は
、
正
し
い
情

報
を
共
有
す
る
必
要
が
あ

る
。
避
難
所
収
容
可
能
数

を
超
え
る
場
合
の
対
応
は
。

避
難
所
収
容
可
能
人

数
６
１
２
３
人
、
数

字
上
は
収
容
可
能
だ
が
、

想
定
外
に
備
え
、
町
内
企

業
の
施
設
を
借
り
る
な
ど

の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

問答問答

問答

問答

子
ど
も
食
堂
の
公

平
感
あ
る
支
援

新
た
な
補
助
基
準

を
考
え
団
体
支
援

問答問答問答

段ボール製インスタントハウスを公民館に設置する様子（輪島市）

被災地屋外で有効に活用されたインスタントハウス（輪島市）

映像
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　水平リサイクル可能な
　　　マットレスの購入費を補助

福祉産業建設委員会

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
同
様

に
、
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
マ
ッ
ト
レ
ス
に
対
し

て
、
購
入
費
を
補
助
す
る
。

価
格
の
15
％
、
上
限

３
万
円
の
理
由
は
。

商
品
価
格
に
は
幅
が

あ
り
、
不
公
平
感
や

転
売
防
止
な
ど
検
討
し
た

結
果
。５

年
間
使
用
す
る
要

件
の
見
極
め
は
。

交
付
要
件
に
記
載
し

運
営
す
る
。

幸
田
町
在
宅
高
齢
者

外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

事
業
の
高
度
化
実
証

実
験
結
果
示
さ
れ
る

　
利
用
者
モ
ニ
タ
ー
30
人

の
実
証
結
果
か
ら
、
課
題

を
明
確
に
し
た
。

障
が
い
や
妊
産
婦
、

免
許
返
納
者
も
踏
ま

え
、
利
便
性
を
高
め
る
取

り
組
み
を
。

今
年
度
、
障
が
い
者

も
対
象
へ
加
え
る
。

健
康
課
と
も
連
携
す
る
。

利
用
率
等
伸
ば
し
、
利
用

状
況
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

（
そ
の
他
８
項
目
を
協
議
）

閉会中の委員会レポート

協議会
５月14日

水平リサイクルのしくみ

　消防施設整備事業の
　　　　　　基本設計を作成

総務教育委員会
協議会
５月13日

　
借
地
に
建
つ
第
一
分
団

第
一
部
消
防
団
詰
所
兼
車

庫
の
移
設
と
防
災
倉
庫
・

集
会
施
設
建
設
に
向
け
た

基
本
設
計
が
作
成
さ
れ
る
。

詰
所
と
防
災
倉
庫
は

同
時
に
建
設
か
。

優
先
は
詰
所
。
予
算
、

補
助
金
な
ど
を
み
な

が
ら
進
め
る
。

大
草
広
野
の
倉
庫
の

利
用
は
検
討
し
た
の

か
。

令
和
８
年
度
実
施
計

画
で
考
え
て
い
く
。

予
算
は
。

３
施
設
合
計
約
８
億

円
。
補
助
金
や
起
債

な
ど
を
活
用
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
11
項
目
を
協
議
）

問

問答

答問答

問答

問答問答

消防団詰所兼車庫・防災倉庫のイメージ

個人

幸田町

水平リサイクル可能な
マットレスの販売

適正処理困難物削減
（スプリング入りマットレスなど）

水平リサイクルによる再資源化
リサイクル可能な資源
燃やすごみの削減

資源循環型マット
レス購入費補助金
の申請・交付

水平リサイクル可能な
使用済みマットレス

の廃棄
水平リサイクル
普及の輪

協定

回収
水平リサイクル可能な
マットレス製造工場等

増
減
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　２つの事業に関する議論始まる

DX推進特別委員会

　
国
の
交
付
金
を
前
提
に

準
備
を
進
め
て
い
る
、
２

つ
の
事
業
を
議
論
し
た
。

●
保
育
園
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
　
園
児
の
登
降
園
管
理
お

よ
び
、
保
護
者
へ
の
配
布

物
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、

保
育
士
の
業
務
負
荷
低
減

と
、
保
育
の
質
的
向
上
を

図
る
。

●
図
書
館
利
用
デ
ジ
タ
ル

化
　
図
書
館
内
の
座
席
は
現

状
、
当
日
並
ん
で
先
着
順

だ
が
、
事
前
に
空
き
状
況

を
見
て
予
約
で
き
る
座
席

予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
。

　沖縄県中部地区町村議会が来町
　
沖
縄
県
中
部
地
区
の
６

町
村
の
議
長
６
人
お
よ
び

各
議
会
事
務
局
長
６
人
を

お
迎
え
し
、
視
察
研
修
を

実
施
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、
幸
田
町

の
概
要
を
説
明
し
た
後
、

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
経
緯
、

特
徴
、
策
定
後
の
対
策
、

議
会
改
革
の
現
状
を
中
心

に
報
告
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
沖
縄
県
中

部
地
区
町
村
議
会
の
実
情

や
取
り
組
み
に
お
け
る
悩

み
な
ど
、
忌
憚
の
な
い
意

見
交
換
を
通
じ
、
本
町
の

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
概
ね
理

解
さ
れ
た
と
感
じ
る
。

　
貴
重
な
機
会
で
、
大
変

有
意
義
で
あ
っ
た
。

視察受け入れ
５月29日

協議会
５月16日

和やかな雰囲気の意見交換

議会ＢＣＰ視察受け入れ
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閉会中の委員会レポート

　第７次総合計画策定に向けて
　　　　　　　　　　特別委員会を設置

特別委員会設置

　
第
６
次
総
合
計
画
が
、

令
和
７
年
度
末
に
終
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
令
和
８

年
度
か
ら
10
年
間
の
「
ま

ち
の
道
し
る
べ
」
を
町
が

作
成
す
る
。

　
議
会
と
し
て
は
、
ま
ち

の
道
し
る
べ
が
町
民
に
と

っ
て
正
し
い
方
向
を
向
い

て
い
る
の
か
を
審
議
し
、

必
要
な
意
見
を
述
べ
る
た

め
に
特
別
委
員
会
を
設
置

し
た
。

名
称　
第
７
次
総
合
計
画

　
　
　
策
定
特
別
委
員
会

委
員　
議
長
を
除
く
15
人

委
員
長　
丸
山
千
代
子

副
委
員
長　
吉
本
智
明

※

【
※
総
合
計
画
】

　
幸
田
町
の
ま
ち
づ
く

り
を
、
今
後
ど
の
よ
う

な
方
向
に
導
い
て
い
く

の
か
を
定
め
た
「
道
し

る
べ
」

総合計画の変遷

問答

そ
の
後

設置前の通学の様子

設置後の通学の様子

◦
令
和
元
年
９
月
議
会

廣
野
房
男
議
員

 

交
通
安
全
モ
デ
ル
の

 

町
実
現
へ

歩
行
者
の
右
左
折
巻

き
込
ま
れ
事
故
防
止

の
た
め
、
歩
車
分
離
式
の

信
号
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
。

交
差
点
で
の
交
通
事

故
を
減
ら
す
効
果
は

あ
る
が
、
渋
滞
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
。

　
令
和
６
年
２
月
に
六
栗

信
号
交
差
点
の
信
号
機
は

歩
車
分
離
式
と
な
り
、
歩

行
者
と
車
両
の
交
錯
回
避

が
図
れ
た
。

あの一般質問はどうなったの？
その後を追跡

2015 2025 2035 （年）

（人口）
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　政務活動費とは、議員が通常の議会活動とは別に、
それぞれの会派または議員個人が議員としての知識向
上や見聞を広めたり、資質向上を図るために交付され
る調査研究費です。
　令和５年度の交付額は１人年額12万円。先進地への
調査や研修会への参加、議員活動に必要な事務機器の
購入等に使っています。収支報告書には証拠書類など
の写しを添えて報告しています。

令和５年度の主な使途は、次のとおりです。
会派 所属議員名 事業費 交付額 主な使途 活動内容等

幸風会

廣野　房男
鈴木　久夫
笹野　康男
黒木　　一
都築　幸夫
石原　　昇
長谷川　進
松本　忠明
吉本　智明

1,025,477円 1,080,000円
（内54,523円返還）

【調査旅費】
　広島県東広島市、呉市、

広島市
【資料費】
　プリンター用紙、プリン

ターインク

◦東広島市「ＤＸの推進」
◦呉市「ゆめづくり地域協働プログラ

ム」
◦広島市「平和事業の取り組み」

― 丸山千代子 126,095円 120,000円

【調査旅費】
　岡山県西粟倉村　他

【研究研修費】
　自治体学校in岡山　他

【資料費】
　書籍購読料

◦西粟倉村「森林構想、脱炭素、地域
おこし協力隊の取り組み」

◦自治体学校in岡山「地方自治と地域
この１年から考える」他

◦年間購読料「住民と自治」

― 稲吉　照夫 113,977円 120,000円
（内6,023円返還）

【調査旅費】
　東京都八王子市、豊島区、

多摩市
【研究研修費】
　全国市町村国際文化研修所

【資料費】
　プリンター用紙、プリン

ターインク

◦八王子市「若者サポートステーショ
ンの仕組みや現状」

◦豊島区「Park-PFIの活用とインク
ルーシブ公園整備」

◦多摩市「スタディークーポン」
◦町村議会議員研修「社会保障・社会

福祉」

― 田境　　毅 121,094円 120,000円
【研究研修費】
　全国市町村国際文化研修所

【資料費】
　書籍購読料、書籍購入費、

プリンターインク等

◦町村議会議員特別セミナー
◦年間購読料「日経ビジネス」他
◦書籍「図解ポケット　ジェンダーが

よくわかる本」他

― 岩本　知帆 169,519円 120,000円

【調査旅費】
　東京都八王子市、豊島区、

多摩市
【資料費】
　書籍購読料、プリンター

用紙、プリンターインク

◦八王子市「若者サポートステーショ
ンの仕組みや現状」

◦豊島区「Park-PFIの活用とインク
ルーシブ公園整備」

◦多摩市「スタディークーポン」

― 野坂　純子 52,190円 120,000円
（内67,810円返還）

【研究研修費】
　全国市町村国際文化研修所

【資料費】
　プリンター用紙、プリン

ターインク

◦町村議会議員研修「防災と議員の役
割」他

― 藤本　和美 116,058円 120,000円
（内3,942円返還）

【研究研修費】
　全国市町村国際文化研修所

【資料費】
　書籍購入費、プリンター

用紙、プリンターインク

◦町村議会議員研修「自治体予算を考
える」他

◦書籍「日本の食の危機」他

― 藤江　　徹 119,741円 120,000円
（内259円返還）

【調査旅費】
　幸風会と同じ

【資料費】
　プリンターインク

◦東広島市「ＤＸの推進」
◦呉市「ゆめづくり地域協働プログラ

ム」
◦広島市「平和事業の取り組み」

政務活動費
こう使ってます

議員名 契約締結日 役務、物件等 契約金額（円）
（単価契約である場合はその旨）

前会計年度に
支払を受けた額（円）

支払を受けた
総額

岩 本 知 帆
R６年１月25日 授 業 講 師 20,000円 0

40,000円
R６年１月30日 授 業 講 師 20,000円 0

　「幸田町議会議員の請負の状況の公表に関する条例」第３条の規定により、令和５年度の議員の請負
契約につきまして、以下のとおり公表いたします。

議員の請負契約の公表
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あい・らぶ・マイタウン

深溝小学校６年

　間
ま

瀬
せ

 希
のの

花
か
さん

南部中学校３年

　吉
よし

山
やま

 相
そう

佑
すけ
さん

本格的なホールが
　　　　ある幸田町 挨拶で幸せになる町

I Love KOTA.

議会広報特別委員会

委 員 長　田境　 毅

委　　員　都築 幸夫　岩本 知帆　長谷川 進
　　　　　野坂 純子　吉本 智明　藤本 和美
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議会 を傍聴してみませんか
［場所］役場5階　　［時間］午前9時から

詳しくは議会事務局へ　TEL63−5151（直通）

発行・編集 ● 幸田町議会  議会広報特別委員会
発行責任者 ● 議長　藤江　徹
〒444-0192　愛知県額田郡幸田町大字菱池字元林1番地1
TEL（0564）63-5151　　FAX（0564）63-6970　
Eメール　gikai@town.kota.lg.jp
幸田町ホームページ　http://www.town.kota.lg.jp/

副委員長　廣野 房男
日程は変更される可
能性があります。議
案、一般質問、質疑
については、幸田町
議会ホームページで
随時公開していきま
すので、ぜひご覧く
ださい。

　幸田町には、あじさいホール、つばきホー
ル、さくらホールという３つの大きなホール
があります。そこでは、プロの音楽家の方の
コンサートも行われますが、私たち一般の人
も使うことができます。私は、幸田町少年少
女合唱団に入っていますが、その発表会だけ
でなく、練習の日もホールを使わせてもらっ
ています。中学生の合唱コンクールでも使わ
れています。
　このように、身近
にあるすばらしいホ
ールをみんなが使え
るなんて、とてもう
れしいです。このホ
ールを通して、音楽
のすばらしさを幸田
町から伝えられると
いいなと思います。

　私は、幸田町は温かみのある町だと思いま
す。なぜなら、挨拶にあふれている町だから
です。道を歩いていると、温かい挨拶の声が
聞こえてきます。また、世代や年齢に関係な
く挨拶を交わす姿が見られます。私が下校時
に地域のかたに挨拶をすると、笑顔で返して
いただけます。こうしたことが自然にできる
のが、幸田町の魅力だと思います。挨拶をす
ると、自分だけでなく周りの人たちも気分が
よく、雰囲気も明るくなります。挨拶から幸
せが広がる幸田町の魅力が、他の市町にも伝
わったらいいなと考えています。

挿絵：牧
まき

野
の

次
つぎ

男
お

さん（芦谷）

【9月定例会の予定】
9月 2日（月）開会、議案の説明

4日（水）一般質問
5日（木）一般質問
9日（月）議案の質疑

11日（水）決算特別委員会
12日（木）決算特別委員会
17日（火）福祉産業建設委員会
18日（水）総務教育委員会
20日（金）議会運営委員会
25日（水）討論、採決、閉会
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